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当院で 2012年 4月から 2014年 6月の期間において、臨床的に冠動脈疾患の疑いがあるか、または





2012 年 4 月から 2014 年 1 月までの期間に冠動脈 CT 施行した 317 名は、64 列マルチスライス CT
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Q2:  狭心症の診断が既についている人も含まれているか？ 
A2: 狭心症の確定診断がついている人は含まれていない。 
 
Q3: 禁煙期間と Gensini score の検討について。今回喫煙者(現喫煙者、過去喫煙者含む)での検討
で相関はない結果であるが、禁煙期間が 0 の対象者(現喫煙者)を除外しての検討はどうか？  
A3: 今回の禁煙期間と Gensini score の検討では、現在喫煙者を禁煙期間 0 として検討行い、相関
は認めなかった。現在喫煙者を除いた過去喫煙者のみで追加解析行ったが、同様に禁煙期間







Q5:  BMI と冠動脈疾患の関連はあるのか？ 
A5: 肥満は冠動脈疾患のリスクファクターであることはすでに報告されている。 
 
Q6: 今回の登録群に BMI>30 はどれくらいいたのか？ 









た。本研究の study limitation として、プラークの質の検討を行っていないこと、受動喫煙の検討
がなされていないこと、また、横断研究であることなどが挙げられた。 
今後、対象患者数を追加し、さらに、長期的な追跡が必要である。本論文は、今後の循環器診療や
禁煙推進において、発展性と有益性があり、学位に値すると評価された。 
 
